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株式会社NATTY SWANKYホールディングス

会社概要

株式会社NATTY SWANKYホールディングス社 名

2001年（平成13年）８⽉１日設 ⽴

代表取締役社⻑ 井石裕二代 表 者

東京都新宿区⻄新宿一丁目19番8号本 社

771百万円（2023年１⽉末現在）資 本 ⾦

売上高 ︓ 58億46百万円業 績

経常利益︓ △130百万円（ともに2023年１⽉期）

正社員248名（2023年１⽉末現在）従 業 員 数

「肉汁餃子のダンダダン」の単一ブランドを関東圏を中心に展開事 業 内 容
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沿革

店舗展開の流れ設⽴・本店等の流れ
東京都調布市に有限会社ナッティースワンキーを設⽴2001年８⽉
商号を株式会社ＮＡＴＴＹ ＳＷＡＮＫＹに変更2007年10⽉

「肉汁餃子のダンダダン 調布店」を開店（東京都調布市） 肉汁餃子のダンダダン1号店2011年１⽉
「肉汁餃子のダンダダン 荻窪店（ＦＣ店）」を開店（東京都杉並区） 肉汁餃子のダンダダンFC1号店2014年12⽉

東京都新宿区に本店を移転2016年６⽉
「肉汁餃子のダンダダン 新宿店」を開店（東京都新宿区） 肉汁餃子のダンダダン50店舗目2017年11⽉

働きがいのある会社 2018年受賞2018年３⽉
外食アワード2017 受賞2018年３⽉

「肉汁餃子のダンダダン 浦安店(ＦＣ店)」を開店（千葉県浦安市） 肉汁餃子のダンダダン60店舗目2018年６⽉
「肉汁餃子のダンダダン 和光店」を開店（埼玉県和光市）肉汁餃子のダンダダン70店舗目2019年２⽉

東京証券取引所マザーズ市場上場2019年３⽉
「肉汁餃子のダンダダン 大森店」を開店（東京都大田区）肉汁餃子のダンダダン80店舗目2019年６⽉
「肉汁餃子のダンダダン ⼩田急相模原店」を開店（神奈川県相模原市）肉汁餃子のダンダダン90店舗目2019年11⽉
『出前館』によるテイクアウトサービス開始2020年４⽉
「肉汁餃子のダンダダン 本八幡店」を開店(千葉県市川市) 肉汁餃子のダンダダン100店舗目2020年８⽉

「肉汁餃子のダンダダン」 10周年2021年１⽉
完全子会社「㈱ダンダダン」設⽴2021年６⽉
「冷凍⽣餃子」モンドセレクション優秀品質⾦賞受賞2021年11⽉

「肉汁餃子のダンダダン 神田店」を開店(東京都千代田区) 肉汁餃子のダンダダン120店舗目2021年12⽉
持株会社体制へ移⾏2022年２⽉

「肉汁餃子のダンダダン 三軒茶屋店」を開店(東京都世田谷区) 肉汁餃子のダンダダン141店舗目※2023年１⽉
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※店舗数は出店累計数としております。



株式会社NATTY SWANKYホールディングス

「街に永く愛される粋で鯔背な店づくり」
～期待以上が当り前、それが我等の心意気～

NATTY SWANKY ５つの心
向上心 現状に満⾜せず、今よりも成⻑するという強い意思を持ち続ける

好奇心 何⼈や何事にも関心を持ち、新しい事を発⾒する

探究心 ⾜元を振り返り、目の前のものを突き詰める

⾃⽴心 決して⼈のせいにせず、何事もまずは⾃分に責任があると思う

忠誠心 関わる全ての⼈々に感謝し、忠誠を尽くし、恩返しをする

企業理念

【理念】

【⾏動指針】

�理念を軸に、昔からその街にあったような、地元の⼈に愛される店づくりを目指しています
�理念を実現するための具体的な⾏動指針である「5つの心」を徹底しております
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事業の内容

客単価来店されるお客様の層

ターゲットとするお客様

� 幅広い年齢層のお客様を取り込み

幅広いターゲット

平均客単価︓1,927円（2022/2〜2023/1）

� 客単価は、安定的に2,000円程度を維持

� 「餃⼦」という流⾏り廃りがなく、⼤衆から
受けが良い商品がメインの居酒屋

� 気軽に利⽤しやすい客単価
� ⽼若男⼥・世代・季節を問わずお客様が来店

サラリーマン ⼦供連れ

友⼈同士 学生

etc.
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⼥性同士注︓海⽼名店、新百合ヶ丘店、調布総本店、溝の⼝店、京王永⼭店の
モデル5店舗でのサンプル調査の結果

10代未満
3%

10代
8%

20代
24%

30代
29%

40代
21%

50代
12%

60代以上
3%



株式会社NATTY SWANKYホールディングス

事業の収益構造

注︓直営店舗の今後の展開を⾒据えて、直営店舗で提供する餃子はより多くの製造が可能な他社の⼯場に主に製造委託しております。
一方、FC店舗も今後の展開を⾒据えておりますが、FC店舗で提供する餃子は現時点では⾃社⼯場における製造で対応しております。
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餃子の販売
餃子の仕入

代⾦支払い
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�事業系統図は以下の通りです

株式会社ダンダダン

当社

出向経営指導
不動産転貸等

餃子の納品



株式会社NATTY SWANKYホールディングス

製品及びサービス別販売実績
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� 2023年1月期 販売実績は以下の通りです

直営店売上

その他製品卸売上 ＦＣ売上

(注) 当社グループの事業区分は「飲食事業」の単一セグメントであります。

直営店売上が事業の中心

直近3年間推移

事業の収益構造

（単位︓百万円）

収益の内訳

主な内容構成比
（％）

製品及びサービス
の名称

店舗への来店利⽤95.0直営店売上
餃子の卸売上2.2製品卸売上
加盟店との契約に定める加盟⾦及びロイヤリティ1.8ＦＣ売上
専売料及びリベート1.0その他

（単位︓百万円）

95.0
95.2

96.9

※ は構成比（％）

※22.1月期は決算期変更に伴い７ヶ月の変則決算となっております。
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現状の業績動向

（百万円）

売上高

８

新規出店による積み上げ

※22.1月期は決算期変更に伴い７ヶ月の変則決算となっております。
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4,924

631

現状の業績動向
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2023年1月期 直営店売上高構成

（単位︓百万円）
※「％」は構成比

イートイン
テイクアウト・デリバリー

11.4％

88.6％

2023年1⽉期計

� 店内需要の回復後もテイクアウト・デリバリーの構成比を保つ

2022年1⽉期計

3,083

400 

2021年6⽉期計

3,294 

739 

11.4％

88.6％

18.3％

81.7％

※22/1⽉期は決算期変更に伴い
７ヶ⽉の変則決算となっております。
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51.7% 51.7%

54.3%
54.7%

55.5%
56.0% 55.7% 55.4%

57.4%

56.3%

55.2%
55.9%

48.3% 48.3%

45.7%
45.3%

44.5%
44.0% 44.3% 44.6%

42.6%

43.7%

44.8%
44.1%

40.0%

42.0%

44.0%

46.0%

48.0%

50.0%

52.0%

54.0%

56.0%

58.0%

60.0%

2⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉

フード比率
ドリンク比率42.4％

56.7％

現状の業績動向
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2023年1月期 直営店売上高構成 飲食構成比 ドリンク︓フード比率の変化

構成比
コロナ第7波

2019年10⽉
※コロナ前 2022年 2023年

� ドリンク構成比高水準（22年2⽉）以降も、キャンペーン等にてドリンクの店内販促実施
ドリンク比率が2019年10⽉より高い水準を継続して保つ



株式会社NATTY SWANKYホールディングス

現状の業績動向
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2023年1月期（直近）の売上高及び営業利益

（百万円） （百万円）

営業利益売上高

1,444 1,407 1,398 
1,598 
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△ 74
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20
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� 営業利益2Q・3Qの落ち込み
� 売上減による固定費比率増加、エネルギーコスト高騰によるコスト増が主な要因
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市場規模

外食産業の市場規模 居酒屋・ビアホール等の市場規模

出典︓一般社団法⼈ 日本フードサービス協会

（兆円） （兆円）
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�対象とする市場規模は⼤きいが、新型コロナウィルス感染症による規模の縮小あり
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競合環境

�あらゆる食事需要がターゲット。外食（居酒屋/食事）中心に、中食・内食も対象に拡⼤

※出典︓ICT総研
NPDジャパン

外食 中食・内食

テイクアウト

1,754億円
2021年度

デリバリー

6,821億円
2023年⾒込

13

新規業態の開発により競合がないマーケットへ進出

テイクアウト、デリバリーマーケットがコロナ禍により拡大も、主戦場は居酒屋マーケット

居酒屋・ビヤホール

2021年度

4,483億円



Ⅲ.競争⼒の源泉



株式会社NATTY SWANKYホールディングス

100点
11%

95点
27%

90点
15%

85点
30%

80点
8%

80点未満
9%

� タレなど何もつけずに食べられる肉汁たっぷりの餃子
� 餃子はすべて手包みを貫く

特徴・強み（1/5）商品

 高品質

皮

ｎ＝6,775
出典︓㈱ROI ファンくるアンケート
期間︓2017年7⽉〜2018年12⽉

年間販売個数

約2,200万個

肉汁餃⼦

餡 手包み

並べる 蒸す 焼く

販売個数

お客様からの評価
【質問】 お召し上がりの料理はいかがでしたか︖

�餃⼦に特化し、独自製法による当店でしか食べられない肉汁餃⼦の提供を⾏っております
�ほぼ全てのお客様が肉汁餃⼦を注⽂しており、高い満⾜度を実現しております

 均一性

ほぼ全てのお客様が
肉汁餃⼦を注⽂

 手作り感

※ 2023/1⽉期実績

お客様の
91%が
80点以上

※餃子の手包み製造は⼯場（⾃社・委託先）および店舗にて実施しております。
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すすめる
94%

すすめない
6%

利⽤する
96%

利⽤しない
4%

� 挨拶・笑顔・声出し等の基本を徹底
� 接客の指針である「20大⾏動」を策定し、浸透
� 本社での座学研修を全スタッフが受講

お客様からの評価
【質問】 また利⽤したいと思いましたか︖

【質問】 当店を友⼈、同僚にすすめる可能性は
ありますか?

お客様の
96%が

再度の利⽤を検討

お客様の
94%が
紹介を検討

接客の施策

ｎ＝6,775
出典︓㈱ROI ファンくるアンケート
期間︓2017年7⽉〜2018年12⽉

ｎ＝6,775
出典︓㈱ROI ファンくるアンケート
期間︓2017年7⽉〜2018年12⽉

…

15

�お客様が誰かに紹介したくなるような接客を徹底しております
�接客に関して高い評価を獲得しております

特徴・強み（2/5）接客

「20大⾏動」
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満⾜
86%

普通
10%

利⽤しない
4%

ｎ＝4,428
出典︓㈱ROI ファンくるアンケート
期間︓2017年11⽉〜2018年10⽉

� 同一食材により複数メニューの調理
� 簡単に調理できる満⾜度の高いメニューへの絞り込み

（メニュー数︓43品目）
� アルバイトでも短期で習得可能

お客様からの評価
� 広さを選ばない店舗設計が可能であり、幅広い出店

が可能
� 現在、8坪〜60坪まで展開中

8〜20坪
22店舗

20.1〜25坪
28店舗

35.1〜60坪
13店舗

16

店舗の設計

【質問】 お店の雰囲気や心地よさはいかがでしたか︖

お客様の
96%が

満⾜・普通を回答

� 地域に溶け込むような外観・デザイン
� 活気ある大衆酒場をコンセプトとした店舗設計
� 社員が愛着を持って働けるよう新店舗オープンの際

に⾏う入魂作業
� 記憶に残る各店舗ごとの壁画演出

�ブランドコンセプトに沿った店舗設計を⾏い、お客様からの高い評価を獲得しております
�店舗作業のシンプル化、店舗坪数の柔軟性がフォーマットの特徴です

店内調理の合理化

店舗坪数が柔軟

特徴・強み（3/5）店舗

30.1〜35坪
14店舗

25.1〜30坪
20店舗

坪数別の
店舗数分布
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駅近の繁華街

ビジネス街

新宿

⻘⼭一丁目

住宅街

永福町

豊富な拡⼤余地

出店基準︓乗降客数3万⼈以上の駅
(全国411駅、1都3県263駅)

17

出店可能エリア2

出所︓国⼟交通省

�様々な条件での出店が可能です
�出店基準である乗降客数3万⼈以上の駅に着目しても豊富な出店余地が存在します

商店街

⼾越銀座

駅近の空中階

⻄武新宿

出店可能形態1

2階建て物件

池袋⻄⼝

特徴・強み（4/5）豊富な出店余地

⽴地

ターゲット

ビジネス街 商業ビル

繁華街
住宅街

友⼈同士

⼥性同士

⼦供連れ

学生
etc.

etc.

商業ビル内

海⽼名

サラリーマン

ターミナル駅
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� 直営店:首都圏 FC店︓地⽅ 日本全国を対象として、出店を拡⼤していきます

直営・FC含め
月１店舗以上

出店計画
首都圏
未開発エリア

2023年1月期まで 今後の⾒通し

特徴・強み（4/5）豊富な出店余地

18

(注) １. ＦＣ店とは、フランチャイズ店であります。
２. 首都圏とは、１都３県（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県）を⽰しております。
３．2023年1⽉末現在の都道府県別内訳は27ページに記載の通りです。
４. 前提条件として、消費が制限される環境が発⽣した場合は出店を止めるケースもありえます。

2023年1⽉現在 将来

直営店

FC店

増加合計首都圏
以外首都圏

1558355直営2019年
118216FC６⽉期

1676571⼩計
1371368直営2020年
119415FC６⽉期

1490783⼩計
677374直営2021年
524816FC６⽉期

111011190⼩計
784381直営2022年
2261016FC1⽉期
91101397⼩計

1397493直営2023年
5311516FC1⽉期

1812819109⼩計

出店計画の方針
直営店︓収益強化を優先し出店ペース減
F C店︓未開発エリアを中心に出店ペース増



株式会社NATTY SWANKYホールディングス

175
206

238 248 248

197

177
140

253
227

0

100

200

300

400

500

600

19.6月期 20.6月期 21.6月期 22.1月期 23.1月期

正社員 時間雇用者

（店）

� 直営店を定期的に出店
� 直営店における成功事例の積み上げ

及びFC加盟店の拡大

（⼈）

� 正社員においては、安定的な雇⽤を継続
� 時間雇⽤者の労働時間を適切に管理

19

� 店舗数（直営店+FC店）を順調に拡⼤ � 成⻑に必要な⼈員も確保

注︓平均臨時雇⽤者数は雇⽤⼈数を1⼈あたり1日8時間で換算し算出

特徴・強み（5/5）新規出店をベースとした高い成⻑性
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今後の戦略（⼈材の確保）

出所 http://www.g-kishakai.net/award2017.html

最強店舗 ダンダダンAWARD 農業体験 社内サークル

魅⼒的なイベント、取組み1

外部機関からの表彰2

https://hatarakigai.info/ranking/ 20

＜中規模部門＞
（従業員100-999⼈）

<取り組みポイント>
� 豊富なコミュニケーション

機会
� フランクな社風の醸成
� 従業員の努⼒が報われ

る制度の充実4年連続4度目

<表彰理由>

＜外食事業部門＞

「餃子をつまみにお酒を
飲む」というスタイルで、新
しい飲食業態を確⽴し、
餃子居酒屋ブームの火
付け役となったため

いっそう働き甲斐のある会社づくりに努めてまいります

�魅⼒的なイベントの実施により⼈員の確保、定着率の向上を図っております
�当社の様々な取り組みが外部機関からも評価されています
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今後の戦略（教育の強化）

� 直営店・FC店・正社員・
アルバイトを含む全社員
の成⻑

� 評価制度
� 店⻑輩出プログラム
� 新入社員導入研修
� 独⾃の学習アプリ

� 5つの心
� 20大⾏動
� 店⻑⼗一戒
� 餃子論

� 最強店舗
� ダンダダンAWARD
� 社内SNS
� 農業体験

� 直営店及びFC店の成⻑
� 既存店売上高の改善に寄与

21

1 2 3 事例共有理念⾏動スキル向上

「街に永く愛される粋で鯔背な店づくり」

�スキル向上、理念⾏動、事例共有を徹底することで、サービスの質の向上を図ります
�直営店、FC店、正社員、アルバイトなどで差のないサービスの提供を徹底してまいります
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経営指標

�営業利益10%を目標。企業価値を継続的に向上させるため、利益の確保に注⼒します

① 店舗収益⼒の向上

② 新規出店の推進

③ ⼈材採⽤・育成の強化

④ 安全・安心な食の提供

⑤ 経営管理体制の強化

肉汁餃子のダンダダン業態に経営資源を集中的に投下することで、効率的な経営を実⾏し、肉汁餃子のダンダダン業態の
商品クオリティや接客サービスを維持・向上させ、他社との差別化することで収益⼒の向上を図って参ります。

繁華街・ビジネス街・住宅街等、⽴地に合わせた出店をしてきましたが、未だ相当程度の出店余地があると考えております。
直営店では東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県を中心に新規出店を継続して推進して参ります。また、首都圏以外に関
してはフランチャイズ制度を活⽤することで出店を推進して参ります。

成⻑していくためには優秀な⼈材の確保が重要であると考えております。採⽤におきましては、中途採⽤だけでなく新卒採⽤
も積極的に実施し、また、アルバイトから正社員への転換も積極的に取り組んで参ります。育成におきましては、新入社員
研修、役職・階層別研修プログラムなどを実施するとともに、各店舗の成果発表を目的としたイベント「ダンダダンAWARD」
や選抜メンバーでの営業「最強店舗」を企画するなど組織が活性化するような施策に取り組んで参ります。

⾃社⼯場及び店舗における衛⽣管理・品質管理体制を構築しておりますが、消費者の食に対する安全性の関心は益々
高まっております。当社では食中毒が発⽣しにくい安全・安心な食品を提供することで、お客様が安心してご利⽤いただける
ように努めて参ります。定期的な外部検査機関による衛⽣検査や、本社による店舗監査を実施し、衛⽣管理及び品質管
理の強化に努めて参ります。

企業価値を向上させるためには、多様化するリスクを的確に把握し、迅速かつ柔軟に対応できる体制を構築・強化していく
必要があると考えております。そして、各ステークホルダーからの信頼に応えられる企業であり続けるために、コーポレート・ガバ
ナンスを重視し、公正かつ透明性の高い経営を⾏えるように経営基盤を強化して参ります。

内容取組

22
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※12ヶ⽉換算値

① 店舗収益⼒の向上 現状の業績動向（ハイライト）

（百万円）

売上高

23

新規出店による積み上げ

※22/1月期は決算期変更に伴い７ヶ月の変則決算となっております。※12ヶ⽉換算値 ︓7ヶ⽉実績/21年7⽉〜22年1⽉ + 5ヶ⽉予算値/22年2⽉〜22年6⽉

売上高

12ヶ⽉換算値

新型コロナウィルス
感染症の影響

将来
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① 店舗収益⼒の向上 利益計画及び前提条件

出店を継続的に⾏い、店舗営業状態を改善していきます

24

営業利益
(百万円)

利益率 ％
新型コロナウィルス
感染症の影響

18.6⽉期 19.6⽉期 20.6⽉期 21.6⽉期 22.1⽉期 23.1⽉期 24.1⽉期 25.1⽉期 26.1⽉期

※22.1月期は決算期変更に伴い７ヶ月の変則決算となっております。

将来
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(単位︓百万円)

2023年1月期通期業績
差異原因計画比(%)増減額実績当初計画

新規出店14店舗
新型コロナウイルス感染症の影響

による集客減97.3△1535,8466,000売上高

97.6△954,1584,254売上総利益
・地代家賃
地代単価が高いエリアへの出店増
・水道光熱費
期初比30％高騰したため
・⽀払手数料
キャッシュレス決済及びデリバリー売
上に伴う手数料の増加

105.62294,2884,063販売費及び
一般管理費

－－△130180営業利益⼜は
営業損失（△）

－－△130170経常利益⼜は
経常損失（△）

・特別損失
通期312百万円計上による影響－－△379120

親会社株主に帰属する
当期純利益⼜は
当期純損失（△）

計画比較 社会情勢の変化による水道光熱費コスト上昇が想定以上の経費計上

① 店舗収益⼒の向上 利益計画ハイライト
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26

店舗数を拡⼤（直営店+FC店）

② 新規出店の推進 店舗推移

14

※22/1月期は決算期変更に伴い７ヶ月の変則決算となっております。

将来

新型コロナウィルス
感染症の影響

2023年1⽉期出店計画︓140店舗(直営+FC) → 実績︓128店舗（計画未達）
理由︓想定以上の新型コロナウイルスの影響があり保守的に出店を抑えたため
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愛媛

⼤阪

②新規出店の推進

直営店 FC店

注︓2023年１⽉末現在の店舗数

97 31

福岡 3 1

128

東京 千葉

神奈川

埼玉

4

72 10

4 1

1

16

1

宮城 0 2

北海道 0 1

関東以外19店舗まで増加 兵庫県初出店

栃木 0 1

広島 0 1

岐阜 0

⼤分 0

1

1

NEW

1

1

0 1

兵庫 10

愛知 0 4

27
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正社員 時間雇用者

③ ⼈材採⽤・育成の強化

� 正社員においては、中途採⽤だけでなく新卒採⽤も実施

成⻑に必要な⼈員も順調に確保

注︓時間雇⽤者数は雇⽤⼈数を1⼈あたり1日8時間で換算し算出

将来

（⼈）

28

新型コロナウィルス
感染症の影響



株式会社NATTY SWANKYホールディングス

④ 安全・安心な食の提供

回数︓年4回
専門業者へ依頼
内容︓設備ふき取り検査

食材検査
従業員の手指ふき取り検査
（一般⽣菌、大腸菌、⻩⾊ブドウ球菌）
設備環境検査

毎日の確認
衛⽣管理計画に基づき

従業員の体調管理
出勤者への検温確認

回数︓年2回
専門業者へ依頼

対象者︓店舗従業員

HACCP 店舗衛生検査 検便検査

衛生管理
主な取り組み及び対応内容

29
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⑤ 経営管理体制の強化

① コンプライアンスに関する取り組み状況
取締役及び使⽤⼈に向けて、コンプライアンスの重要性に関するメッセージを定期的に発信し、研修

等を実施することで、コンプライアンス意識の向上に向けた取り組みを⾏いました。また、リスクコンプライ
アンス委員会を設置し、⽉１回の定例会議のほか緊急の場合は臨時で開催するようにしております。

② リスクマネジメントに関する取り組み状況
当社の損失の危機に関する事項は、毎週開催される幹部等による会議で検討・協議され、リスクコ

ンプライアンス委員会に定期的に各組織から報告が⾏われました。

③ 職務執⾏の適正性及び効率性確保に関する取り組み状況
⽉１回以上の取締役会を開催し、会社の経営に関する重要な事項等について⼗分な協議を⾏い

ました。

④ 監査役の監査について
監査役は、取締役会及び経営会議に参加し、業務執⾏の状況を監督しました。また、代表取締

役と定期的に意⾒交換も実施しました。

業務の適正を確保するための体制の運⽤状況

30
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設備の新設、除却等の計画

31

（注）１．投資予定額には、消費税等は含まれておりません。
２．現時点において新規出店店舗の客席数を⾒積もることが困難であることから、記載しておりません。

� 設備の新設予定

� 設備の除却等
該当事項はありません。

完成後の増
加能⼒

(客席数)

着手及び完了予定年⽉
資⾦調達方法

投資予定額
設備の内容事業所名

(所在地)
完成着手既支払額総額

（注）２2024年
１⽉まで

2023年
４⽉以降

⾃⼰資⾦⼜は借
入⾦ー300店舗設備及び保証⾦肉汁餃子のダンダダン

出店予定６店舗

単位︓百万円
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進捗の開示

� 情報の開示 以下のスケジュールにて報告をしてまいります

32

提出先内容年間回数期間項目

東京証券取引所売上、客数、客単価の前年比121ヶ月月次報告

東京証券取引所四半期ごとの決算短信33ヶ月四半期決算

財務局四半期報告書33ヶ月

東京証券取引所決算説明資料（第⼆四半期決算説明資料）16ヶ月

東京証券取引所通期の決算短信112ヶ月通期決算
財務局有価証券報告書112ヶ月

東京証券取引所決算説明資料112ヶ月

※次回は2024年4⽉頃開⽰予定です。



Ⅴ.リスク情報
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リスク 1/4

• 有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が財政状態、
経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリス
クは、以下のとおりであります

・ 文中の将来に関する事項は、提出日現在において当社が判断したものであります。

33

対策顕在化した場合
の影響度顕在化の期間顕在化の可能性主要なリスク項目

デリバリー・テイクアウト等の対応強化大中期大
弁当・惣菜等の中食市場の成⻑、競合
他社との競争の激化、若年層のアルコー
ル離れや少子高齢化といった問題が⽣じ
る可能性

市場環境

複数の事業展開を視野に入れる中⻑期中当該ブランド⾃体が陳腐化したときには成
⻑が減速する可能性単一ブランド

出店基準をベースに、慎重かつ、柔軟な出店
計画を図る大短期⼩

当社グループの希望に沿った物件が確保
できないことや、⼯事期間の延⻑が⽣じる
可能性

新規出店計画

日常的な情報収集及び店舗運営⼒強化に
よる顧客支持を図る中短期⼩競合店舗の出店や駅周辺の再開発など、

環境が変化する可能性出店後の環境の変化

日常的な情報収集を⾏い、法的な⾒解を
もって対応する⼩中期⼩

第三者が類似した商号を使⽤することによ
り当社グループのブランド価値が毀損され
る可能性

商標権

日常的な店舗衛⽣管理、外部衛⽣検査機
関による調査を⾏い、かつ内部監査による実
態調査を⾏い、衛⽣的な店舗運営を⾏う

大短期大異物混入や食中毒等の食の安全性に関
する問題が⽣じる可能性食品の安全性
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リスク 2/4

・ 文中の将来に関する事項は、提出日現在において当社が判断したものであります。

34

対策顕在化した場合
の影響度顕在化の期間顕在化の可能性主要なリスク項目

直ちに該当商品を撤収し、取引先の変更
を⾏う中短期⼩一部企業による産地偽装や賞味期限

の改ざん等が発⽣する可能性商品表⽰

安定的な価格での購買契約を⾏い、価格
の安定化を図る。また⾃然災害等による価
格高騰の場合など、産地等を柔軟に選択
することにより回避する

中中期大購入している原材料価格が高騰する可
能性材料価格の高騰

安定的な採⽤と⼈材の定着を高める企業
づくり及びギグワーカーの活⽤中⻑期中⼈材が確保・育成できない場合及び⼈

件費が高騰する可能性
⼈材の確保・育成及び

⼈件費の高騰

店舗の出店時の収益性を慎重に検討し、
運営による収益性の確保を⾏う⼩短期大著しく収益性が低下した場合や退店の

意思決定をする可能性減損損失

与信管理及び契約更新時等、オーナーとの
状況確認を⾏う⼩短期中

賃貸⼈の財政状況が悪化した場合には、
敷⾦及び差入保証⾦の回収が不能に
なる可能性

差入保証⾦・敷⾦

各種法令を遵守し、改正等の場合は速や
かに対応する⼩短期⼩各種法的規制を受けており、これらの法

的規制に変更が⽣じる可能性法的規制
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対策顕在化した場合
の影響度顕在化の期間顕在化の可能性主要なリスク項目

社内規程に則った厳重な管理体制のもと
管理を⾏う大短期⼩個⼈情報の漏えいや不正使⽤をされる

可能性個⼈情報の管理

社内パソコンの使⽤状況の監視による早期
問題発⾒及び発⽣問題の即時対応を⾏う中短期⼩

災害、ソフトウエアまたはハードウエアの欠
陥、コンピューターウイルスの感染等の附
則の事態が発⽣する可能性

システム障害

災害に備えた保険加入を⾏い、発⽣時は
速やかに状況把握を⾏い、最低限の被害
に収める

大⻑期中
大規模な地震や台風等の⾃然災害が
発⽣し、売上の低下や店舗の修繕等が
発⽣する可能性

⾃然災害

業績による企業価値の向上と発⾏数との
最適化を図る⼩短期大

現在、付与している新株予約権につい
て⾏使が⾏われた場合、株式価値が希
薄化する可能性

ストック・オプションによる
株式価値の希薄化

スーパーバイザーによる店舗訪問等を⾏い、
運営状態の適正確認及び必要な改善指
導を⾏う

中中期⼩
加盟店において当社グループブランドに
悪影響を及ぼすような事態が⽣じる可
能性

フランチャイズ加盟店

風評調査を継続的に⾏い、発⾒後、速や
かに対応を⾏う中中期⼩マスコミ報道等による風評被害が発⽣・

拡散される可能性
インターネット等による風

評被害
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対策顕在化した場合
の影響度顕在化の期間顕在化の可能性主要なリスク項目

組織の強化、権限の委譲による特定⼈物へ
の依存度の軽減。優秀な⼈材の確保・育成
への取組み強化を⾏う

大中期中
店舗運営・メニュー開発・レシピ考案等に
おいて重要な役割を担う両名が、何らかの
理由により業務執⾏できなくなる可能性

特定⼈物への依存

常に状況把握し、適正な調達を⾏うとともに
⾦融機関との⾦利交渉を⾏う⼩中期大

総資産に占める有利子負債（借入⾦、
リース債務）の割合及び⾦利上昇の
可能性

借入⾦の利息

⾦融機関と期限の利益の喪失等について交
渉を⾏う大中期中借入契約に財務制限条項が付されたもの

があり、これらの条件に抵触する可能性借入⾦の財務制限条項

資⾦使途に沿った活⽤が出来ているかを確認
し、適切な資⾦使途を⾏う⼩短期中資⾦使途の効果が当社グループの想定と

異なる可能性資⾦使途

⼈時⽣産性の向上を継続的に⾏い、コストの
適正化を常時⾏う⼩中期⼩

①短時間労働者の社会保険加入義務
化の適⽤が拡大される可能性
②労働規則等が強化・拡大する可能性

従業員への処遇



株式会社NATTY SWANKYホールディングス

免責事項及び将来見通しに関する注意事項

37

＜将来⾒通しに関する注意事項＞

� 本資料は投資家の皆様への情報提供のみを目的として株式会社NATTY SWANKYホールディングスが作成したもの
であり、いかなる有価証券の売買の勧誘を目的としたものではありません。

� 本発表において提供される資料および情報は、いわゆる「⾒通し情報」（forward-lookingstatements）を含みま
す。これらは、現在における⾒込み、予測およびリスクを伴う想定に基づくものであり、実質的にこれらの記述とは異なる結
果を招き得る不確実性を含んでおります。それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、⾦利、通
貨為替変動といった一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。


